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 地方自治体農業部局における気候変動適応策の状況

 人々の気候変動影響実感や適応策に対する考え方

 気候変動に適応する地域社会づくり(地域適応シナリオ)

本日の内容
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地方自治体農業部局におけ

る気候変動適応策の状況
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調査方法 郵送配布回収による質問紙調査

調査対象 全都道府県・政令指定都市の農業部局

実施期間 2019年8～9月

調査項目

農業分野の適応計画の策定状況等
気候変動影響の出現状況とそれに対する取組状況(作物別)
気候変動影響の将来予測に対する要望
適応の取り組みの検討・推進にあたっての課題

回収票(率) 51(76.1%)

調査の概要
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自治体農業部局における
気候変動適応計画の策定状況
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１．農業分野の気候変動影響や適

応の取組を記載した行政計画は全

庁でも策定していない , 38%
２．農業分野の気候変動影響や適応の取組につ

いて、環境部局が所管する気候変動適応計画や

適応方針、地球温暖化対策実行計画などの一部

に記載している , 39%

３．自身で所管する行政計画

（農業振興基本計画など）に

記載している, 15%

４．自身で所管する行政計画として独立した

適応計画・適応方針を策定している , 6%

５．その他, 2%

(n=53)
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自治体農業部局における
気候変動適応計画の今後の策定予定

１．現時点で（当面2～3
年の間は）策定する予定

はない, 65.0%

２．環境部局が所管する気候変

動適応計画や方針、地球温暖化

対策実行計画などの一部に記載

する予定, 20.0%

３．自身で所管する既存の行政

計画（農業振興基本計画など）に

記載する予定, 5.0%

４．農業分野に特化した適応計画を独立して策定する予定, 0.0%

５．その他, 
10.0%

(n=20)
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自治体環境部局における
気候変動適応計画の策定状況

「気候変動の影響への適応計画」閣議決定
「農林水産省気候変動適応計画」策定

気候変動適応法施行
「気候変動の影響への適応計画」法定化
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適応計画の最新策定年別にみた

引用された科学的知見
気象庁地球温暖化予測情報第8巻(平成25年)
気象庁地球温暖化予測情報第9巻(平成29年)
気象庁、管区気象台，地方気象台から提供され
た地域の将来予測情報(「気候変化レポート」等)
環境省｢S-8 温暖化影響評価・適応政策に関す
る総合的研究｣データ(平成27年)
環境省・気象庁「21世紀末における日本の気候」
(平成27年)
研究機関と連携した独自の影響評価(SI-CAT等)
その他

馬場他，土木学会論文集G，2020
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農業データ連携基盤(WAGRI)

気象庁「農業気象ポータルサイト」

農研機構「メッシュ農業気象データシステム」

過去に自地域で経験した気象災害事例

近年に他地域で起こった大規模な気象災害事例

気象庁地球温暖化予測情報

環境省・気象庁「21世紀末における日本の気候」（平成27年）

気象庁、管区気象台、地方気象台から提供された地域の将来予測情

報（「気候変化レポート」を含む）

環境省｢S-8 温暖化影響評価・適応政策に関する総合的研究｣データ

（平成27年）

大学・研究機関等と連携した独自の被害状況の評価結果や予測

その他

%

農業分野の適応計画を環境部局所管の計画に一部記載した自治体(n=16)
農業分野の適応計画を自身の所管する計画や独立した計画に記載・策定した自治体(n=8)

自治体農政部局における気候変動適応計画で
参照した科学的知見
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自治体農政部局における気候変動適応計画で
参考した情報源
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農林水産省・気候変動適応計画(平成27, 29, 30年版)

国の気候変動適応計画(平成27、30年版)

農林水産省・地球温暖化影響調査レポート(各年版)

農業温暖化ネット(ウェブサイト)

気象庁・農業に役立つ気象情報の利用の手引き(各地方

版)

各地のJAによる営農情報

自地域の農業試験場や農業系研究機関の報告書

自地域の農業に係わる学術論文

その他

%

農業分野の適応計画を環境部局所管の計画に一部記載した自治体(n=18)

農業分野の適応計画を自身の所管する計画や独立した計画に記載・策定した自治体(n=10)
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自治体農政部局における気候変動適応計画の
科学的知見へのニーズ
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国や研究機関が作成・公開したもので信頼が置けること

将来予測の確率や不確実性に関する情報が示されていること

空間スケール（解像度）が計画立案に役立てられるほどのものである

こと

時間スケール（解像度）が計画立案に役立てられるほどのものである

こと

様々な分野や品目における影響評価データが得られること

影響評価には想定される被害の規模や被害額が含まれること

影響評価には想定されるプラスの効果（収量の増大規模等）が含ま

れること

適応策の効果（影響の低減程度等）やコスト／ベネフィット評価が明

らかになっていること

「長期的な(50～100年先など)」予測情報の更新・維持管理が確実に

定期的に行われること

その他

%
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自治体農業部局における気候変動影響の
出現状況とそれに対する取組状況(1)
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自治体農業部局における気候変動影響の
出現状況とそれに対する取組状況(2)
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自治体農業部局における気候変動影響の
出現状況とそれに対する取組状況(3)
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自治体農政部局における気候変動適応計画の
検討推進上の課題
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首長の関心の低さや政策方針の不在
議会・議員の関心の低さ

政府や上位自治体等からの補助金の不在・未獲得
国や他の自治体との情報交換の不足・欠如

政府や自治体等の管轄間の連携不足による施策立案の困難さ
他の自治体による先行モデルの不足・欠如
行政内部での予算措置の困難・資源不足

行政内部の経験・専門性の蓄積不足
行政内の部署間の職務分掌や優先度をめぐる認識の相違

行政内部での失敗した前例の存在
活用可能な科学的知見と行政ニーズとのミスマッチ(空間・…

学識経験者・専門家の支援不足
国や社会全体の世論の盛上りの欠如

地域住民の関心の低さ
市民団体やNPOの関心の低さ

事業者・業界団体の関心の低さ
その他

回答数
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人々の気候変動影響実感や

適応策に対する考え方
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16

人々の気候変動影響の実感

全国(2010) N=7785
4都市(神奈川，埼玉，山梨，石川[2010]) N=4136
果樹生産地(青森，長野，山梨[2014]) N=1035
全国(2017) N=1174

馬場他，土木学会論文集G，2011, 2015, 2018 他
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馬場他，土木学会論文集G， 2015 18

設備整備などによ
り、現在の生活や
農業の形態を守る

地域状況に応じて
対応・工夫しながら
生活する

適地への撤退・移
動を進める

万一の際に、保険
や共済制度を利用
して対応する

特に対策をとらない



気候変動に適応する地域社会
づくり(地域適応シナリオ)
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「農業生産における気候変動適応ガイド」にみる
PDCA・順応型管理

農林水産省：農業生産における気候変動適応ガイド 水稲編，2020 20
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「農業生産における気候変動適応ガイド」にみる
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順応型管理のイメージ

市橋・馬場，環境科学会誌，2015より改変

現在の対策水準 対策A

対策B

対策C

対策B

対策D
温

暖

化

時間

低炭素型社会ケース

高炭素型社会ケース

対策群２

対策群１
PS 脱炭素社会ケース

なりゆき社会ケース
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 考え方
 「未来の目標」となるような状態を想定し，そこを起点に現在を振り返っていま何をすべき

かを考える方法，想定外の事態が起こったらどうするかについても扱う

 メリット1：自分を取り巻いている環境をよりよく理解する，不確実性を含めた様々な要因が
絡み合う「構造」を理解することができる

 メリット2：変化への「認識力」と「適応力」を高める，未来からのシグナルをより早く感知し，
意思決定者が変化に合わせ迅速に対応することを助ける

 バックキャスティングする過程で毎年・毎年の目標を定め，各年度の行動計画や目標を定
めて評価するために「PDCAサイクル」を用いる

バックキャスティングとシナリオプランニング

COPYRIGHT © 2020 KENSHI BABA ALL RIGHTS RESERVED.

出典：事業構想研究所 実践知研究センター
https://www.projectdesign.jp/201405/designforpd/001356.php

産地の将
来の目標
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 気候関連財務情報開示タスクフォースTCFD:
 金融安定理事会(FSB)により設置された国際的なTF，日本の各省庁，企業も

62組織(2019年3月14日時点)が賛同を表明

 年次の財務報告にて財務に影響のある気候関連情報「ガバナンス」「戦略」
「リスク管理」「指標と目標」の開示を推奨する報告書を2017年6月に公表

 企業が気候変動のリスク・機会を認識し経営戦略に織り込むことを，ESG投
融資を行う機関投資家・金融機関が重視していることに言及

 特に「戦略」では，複数の気候変動シナリオに基づく財務影響のシナリオ分
析を要求

環境省「TCFDを活用した経営戦略立案のススメ」より

気候関連財務情報開示タスクフォース(TCFD)
によるシナリオ分析の薦め

 TCFDによるシナリオ分析
 ①2℃目標等の気候シナリオを用いて
 ②自社の気候関連リスク・機会を評価し
 ③経営戦略・リスク管理へ反映
 ④その財務上の影響を把握
などを開示することを要求
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日本型Community Based Adaptationの方法論確立

気候
変動
への
関心

気候変動のマイナスの影響 気候変
動のプ
ラスの
効果

適応
策の
導入

病
害
虫

日焼け
/色のり

鳥獣
被害

凍
害

品種

行政 △ ○ ○ ○ ― ○ ― ―
生産者 ○ △ ○ ○ ― △ ○ ○

栽培技術員 ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○

流通 ○ ○ ○ ― ○ ― ○ ○

種苗 ○ ― ○ ― ○ △ △ ○

農業資材 × ○ ― ― ― △ × ―

行政，生産者，専門家，
流通，種苗，資材など24
団体への聞き取り調査
による利害関心の特定

ステークホルダー分結果の共有，基本的専
門知の提示，グループ討議(現場知収集)

デルファイ法による長野県の気候シナリオ，地
域社会経済シナリオの検討(専門知収集)デルファイ調

査(FY2013)

シナリオ提示と，市民・ステークホルダーパネ
ルと専門家パネルとの協働によるアクションプ
ランの案出(専門知・現場知の統合化)

ステークホル
ダー会議
(FY2012)

ステークホル
ダー分析
(FY2012)

後継者不足により果樹生産量減

高温化対策は現場で実施(り
んご栽培面積減・ぶどう増)

低標高に適した品種栽培適地を考える必要あり

新しい病害虫被害が心配

稲の刈り取りの遅れ(胴割れ)
小布施の水対策に学ぶ

温暖化を正常温度にする
政治的行動を急ぐべき

各個人が温暖化に対して注目すべ
き．農業関係者は概ね注目している

石炭による発電によりCO2が
さらに増えるのでは？

温暖化が100年続くと予想さ
れているのが参考になった

温暖化につい
て理解できた 温暖化対策は取れるのか？

CO2が増え気温上昇で光合成が活発
化し，よい果実が育つのではないか？

出荷時期に合わせて販売戦略を
変更しなくてはならない

リアルタイム情報で
リスク減

情報はどんどん出してチームビ
ルディング的方向が望ましい

立地条件が違うので
各専門だけでは理解
をまとめられない

ステークホルダ同士
の横の情報交換が
必要！

異常気象が当たり前．前年に習うな

情報価値は高い．
情報･技術は有料か
無料か

きめ細かい情
報発信と受信
力アップ

HowからWhyへ

知ることで対策がとれる

何をすべきか？が重要 アイディア出し

農業で自然の流れに即した対応策はある

低標高でできる作物を見つける

標高の高い所に移動→移動コスト

鳥獣被害：サル･イノシシ･クマ
果樹栽培･農業をやりたい
人に都会から来てもらう

10年後の予測(短･中期)

降水量の予測

他品種(柑橘類．野菜)
何を考えているか

突然変異見逃さない

気候変動への理解

気候変動以外の懸念

影響・懸念への対策案
気候変動による影響

気候変動対策に必要な情報

気候変動対策に必要な行動

シナリオワー
クショップ

農業分野における地域適応シナリオの例

馬場他，地球環境，2016． 26



馬場他，地球環境，2016．

農業分野における地域適応シナリオの例
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馬場他，地球環境，2016．

農業分野における地域適応シナリオの例
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ご清聴ありがとうございました！

Thank you for your attention!!

お問い合わせは

kbaba@tcu.ac.jp
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